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	PR080814「第13回「対話・つながり・実現の場」」都市整備課チラシ.pdf
	伊那市官民共創の新しいまちづくり協議会
	第13回
	対話・つながり・実現の場
	伊那北駅前・秋の賑わい作戦会議 ～大型テントを使い倒そう！～
	伊那市では伊那北駅周辺の再整備にあたり、駅前広場の大屋根の必要性を検証するため、 10月中旬から１か月、駅前広場に大型テントを設置する実証実験を予定しています。 このワークショップでは実証実験中の大型テントの具体的な活用アイデアを出し合い、 秋の１か月間を最大限に活かすための実践的な計画をみなさんと一緒につくっていきます。
	スケジュール
	13:00
	趣旨説明（大型テントの設置目的、コンセプトの共有）
	13:20
	情報提供・事例共有
	13:40
	グループワーク（作戦会議）
	15:00
	マッチング・日程調整
	15:45
	今後について
	16:00
	終了


	2026
	9/6
	日曜日
	お申し込みはこちら

	まちづくりの中心となる対話・つながり・実現の場
	　伊那市では令和6年9月に官民共創の新しいまちづくり協議会を立ち上げました。 　この「新しいまちづくり」は、伊那新校・技術新校の開校をひとつのきっかけとして、暮らしの中で生涯にわたり学び続けられる地域を伊那市に関わるみなさんとつくりたい、一人一人がまちづくりの主体として参画したまちをつくりたいと始まりました。 　「対話・つながり・実現の場」は、想いをもった人がつながったり、実現に向けて行動したりと参加するみなさんがまちづくりの主役となる場です。その「対話・つながり・実現の場」を手助けするグループとしてテーマに合わせたワーキンググループがあり、みなさんの対話を支える存在となっています。 　みなさんの対話と、やりたい！という思いの実現の場を整えるのがこの協議会の役割です。
	スキーム図
	← 詳しくは伊那市HP「官民共創の新しいまちづくり協議会」のページをご覧ください。

	これまでの対話・つながり・実現の場


	みんなが主役の まちづくり
	伊那市官民共創の 新しいまちづくり 協議会 最新情報はこちら！
	Facebook
	Instagram
	伊那市・伊那市官民共創の新しいまちづくり協議会




